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町
で
は
、町
内
在
住
で
、修
学
の
意
欲
を
有
し
な
が
ら
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
高
等
学
校
等
で

の
修
学
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、修
学
に
要
す
る
資
金
の
一
部
を
給
与
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
！ 

寄
居
町
修
学
資
金
給
与
制
度

▼�

対
象
／
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①�

生
年
月
日
が
平
成
23
年
4
月
1
日
以
前

の
方

②�

令
和
6
年
4
月
1
日
以
降
新
た
に
高
等

学
校
、高
等
専
門
学
校
、中
等
教
育
学
校

の
後
期
課
程
ま
た
は
特
別
支
援
学
校
の

高
等
部
に
入
学
し
在
学
中
で
、在
学
期

間
が
3
年
以
内
の
方

③�

町
内
に
引
き
続
き
6
カ
月
以
上
住
ん
で

い
る
方

④�

正
規
の
修
業
年
限
の
勉
学
に
耐
え
ら
れ

る
性
行
の
善
良
な
者
で
、経
済
的
な
理

由
に
よ
り
学
資
の
支
出
が
困
難
な
世
帯

の
高
校
生
等

対
象
と
な
る
世
帯
の
例

〇
生
活
保
護
受
給
世
帯

〇�『
生
活
保
護
法
』に
よ
る
保
護
が
停
止
ま

た
は
廃
止
と
な
っ
た
世
帯

〇
町
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

〇�『
児
童
扶
養
手
当
法
』に
よ
る
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

〇�

家
計
が
急
変
し
た
世
帯

※�

こ
の
ほ
か
に
も
給
与
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼�

修
学
金
の
額
／
月
額
5
0
0
0
円

※
認
定
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

▼�

申
請
方
法
等
／
次
の
書
類
を
教
育
総
務
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
修
学
資
金
給
与
申
請
書

②�

在
学
等
証
明
書︵
町
で
定
め
た
様
式
の
も

の
︶

③�

経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難
な
こ
と
が

証
明
で
き
る
公
的
文
書︵
例：生
活
保
護
受

給
証
明
書
、児
童
扶
養
手
当
証
書
な
ど
︶の

写
し
等

認
定
に
つ
い
て

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、認
定

月
は
受
付
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

�

教
育
総
務
課

　
︵

5
8
1
･
2
1
2
1
内
線
5
1
2
︶

町公式
ホームページ

※�小学１年生および中学３年生の給食費年
額は、給食回数が他学年と異なるため年
度ごとの回数に応じて算出しています。
※�このほかにも要件により補助金額が変わ
ります。

小学1年生 43,024円
小学2~6年生 44,000円
中学1~2年生 55,000円
中学3年生 52,520円

■補助金限度額(年額)

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
で
活
躍
し
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
荻
原
次
晴
さ
ん
を
講

師
に
お
招
き
し
て
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼�

日
時
／
10
月
18
日
㈰
午
後
2
時
～

▼�

場
所
／
寄
居
町
民
ホ
ー
ル

▼�

定
員
／
5
7
2
人︵
入
場
券
が
必
要
で
す
︶

▼�

演
題
／「
次
に
晴
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
」

▼�

講
師
／
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー
･

　
荻
原
次
晴
氏

▼�

費
用
／
無
料

▼�

申
し
込
み
／
入
場
券
を
9
月
26
日
㈯
か
ら

中
央
公
民
館
で
配
布
し
ま
す︵
1
人
2
枚

ま
で
︶。

配
布
時
間
は
休
館
日
を
除
く
午
前
9
時
か

ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。入
場
券
は
な
く

な
り
次
第
、配
布
終
了
と
な
り
ま
す
。

※�

月
曜
日
、祝
日
は
休
館
日
、な
お
10
月
13
日

㈫
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

�

中
央
公
民
館︵

5
8
1
･
2
6
6
2
︶

大
里
郡
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
集
ま
ろ
う
！｢

出
会
い･

ふ
れ
あ
い･

交
流｣

～

　
大
里
郡
市︵
熊
谷
市
･
寄
居
町
︶で
は
、地
域
住

民
の
文
化
活
動
の
推
進
と
人
権
団
体
と
の
交
流

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、広
く
地
域
住
民
の

人
権
意
識
を
深
め
る
機
会
と
し
て「
大
里
郡
市

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。皆
さ

ん
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
／
10
月
10
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～
午
後

3
時 　
　
　
　
　
　

▼�

場
所
／
熊
谷
市
立
江
南
総
合
文
化
会
館
ピ
ピ

ア︵
熊
谷
市
千
代
3
2
5
‒
1
︶

▼�

内
容
／
講
演
会
、人
権
ポ
ス
タ
ー
･
人
権
標

語
表
彰
式
お
よ
び
展
示
、舞
台
発
表
等

▼�

演
題
／「
日
米
地
位
協
定
と
人
権
に
つ
い
て

　
～
沖
縄
の
現
状
か
ら
考
え
る
～
」

▼�

講
師
／
崎
浜
空
音
氏

︵
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
生・日
米
地
位
協

定
改
正
を
求
め
る
団
体「
W
h
a
t 

i
s 

S
O
F
A
？
」代
表
︶

※�

講
演
会
は
午
後
1
時
～
2
時
30
分
に
行
い
ま

す
。

▼�

費
用
／
無
料

�

人
権
推
進
課

　
︵

5
8
1
･
2
1
2
1
内
線
2
5
1
︶

文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
！

　
町
で
は
、子
育
て
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、令
和
8
年
度
か
ら
町
立
小
･
中
学
校
の
給
食
費
を

無
償
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
に
よ
り
給
食
を
停
止
し
て
い
る
町
立
小
･
中

学
校
の
児
童
･
生
徒
お
よ
び
町
外
の
県
立
特
別
支
援
学
校︵
小
学
部
を
除
く
︶や
私
立
小
･
中
学

校
等
に
就
学
し
て
い
る
児
童
･
生
徒
に
つ
い
て
は
、補
助
金
限
度
額
を
上
限
に
給
食
費
相
当
額

を
補
助
し
ま
す
。

学
校
給
食
費
を
無
償
化
し
て
い
ま
す
！

▼�

対
象
／
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①�

町
立
の
小
･
中
学
校
に
就
学
し
て
い
る

児
童
･
生
徒
の
保
護
者

②�

町
立
の
小
･
中
学
校
に
就
学
し
、食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
等
に
よ
り
給
食
の
全
部
ま
た

は
一
部︵
牛
乳
以
外
︶を
停
止
し
て
い
る

児
童
･
生
徒
の
保
護
者

③�

町
内
在
住
で
町
外
の
学
校︵
公
立
中
学

校
︶や
県
立
特
別
支
援
学
校︵
小
学
部
を

除
く
︶、私
立
小
･
中
学
校
等
に
就
学
し

て
い
る
児
童
･
生
徒
の
保
護
者
で
、給
食

費
の
無
償
化
が
さ
れ
て
い
な
い
方

▼�

申
請
手
続
等

対
象
①
の
方  

➡ 

手
続
き
は
不
要
で
す
。

対
象
②
の
方  

➡ 

4
月
上
旬
に
各
学
校
か

ら
申
請
書
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、該

当
す
る
児
童
･
生
徒
が
就
学
す
る
学
校
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
③
の
方  

➡ 

申
請
書
を
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
書
は
、

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
教
育
総
務
課
窓
口
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

�

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
︵

5
8
1
･
2
1
3
9
︶

報特年金についての情報をお届け！ 金年
　年金生活者支援給付金は､公的年金等の収入やその他の所得が一定基準額以下の年金受給者の生活を支援するために､
年金に上乗せして支給されるものです｡受け取りには請求書の提出が必要です｡ご案内や事務手続きは､日本年金機構(年
金事務所)が実施します｡

給付金専用ダイヤル（ 0570･05･4092) ※問い合わせの際は、基礎年金番号が分かる書類をご用意ください。

｢年金生活者支援給付金の受け取り｣｢年金生活者支援給付金の受け取り｣

▶対象
65歳以上の老齢基礎年金受給者のうち､次の①②の要件を全て満たす方
①同一世帯全員の市町村民税が非課税
②前年の公的年金等の収入金額とその他所得との合計額が約93万円以下
障害基礎年金または遺族基礎年金の受給者のうち､前年の所得額が約492万円以下の方
所得額の上限は扶養親族の人数に応じて増額します｡

▶請求方法
給付金を現在受け取っている方(年金受給日に年金とは別の振り込みがある方)   手続きは不要です｡
新たに給付金を受け取れる方
9月初旬ごろ対象になる方宛てに､日本年金機構から給付金の請求が可能な旨のお知らせが送付されます。同封のは
がき(年金生活者支援給付金請求書)に必要事項を記入の上、切手を貼付して郵便ポストに投

とうかん

函してください。令和9
年1月4日までに請求手続きが完了すると、令和8年10月分からさかのぼって受け取ることができます。
年金を受給し始める方   年金の請求手続きと併せて手続きをしてください。

●給付金手続きを装った不審な電話にご注意ください！
日本年金機構や厚生労働省では、金融機関の口座情報をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めたり
することはありません。

厚生労働省
ホームページ

行政インフォメーション　INFORM
ATION

行政インフォメーション　INFORM
ATION


